






  この絵は、1938年（寅年）にヴォーリズが自ら描いた作品です。ヴォーリズが学んだコロラドカレッジの学生運動チー
ムの愛称が「虎（Tiger）」であったことは、この絵に隠された遊び心を感じさせます。また、隣に書かれた「大我」と
いう文字は、仏教で「真理に目覚めた自由自在な悟りの境地（利他の精神）」という意味があるとされています。
  建築家、教育者、実業家として日本社会に大きな足跡を残したヴォーリズは、自らの名前を「米来留＝アメリカから
来て留まる」と表しました。署名に付記されている2つのマークには、キリスト教精神に基づく隣人愛の精神と、「神
に導かれた近江八幡が世界の中心」という彼の想いが込められています。

「1938年・寅」  ウィリアム・メレル・ヴォーリズ（一柳米来留）作
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小原 克博 氏辻 昌宏 氏 岸本 大樹 氏

同志社大学第35代学長株式会社近江兄弟社
社長

大阪クリスチャンセンター 
理事長

岡村 遍導 氏

国際ワイズメンズクラブ
西日本区次期理事/
観音正寺管長

登壇者

川邊 暁美 氏

言の葉OFFICEかのん代表
フリーアナウンサー/朗読家
神戸女学院大学卒
同大学非常勤講師

第１回の基調講演から第６回の総括講演までの総ての総合司会を務めた。
毎回、冒頭ではヴォーリズ著『失敗者の自叙伝』からの朗読を行い、総括
講演ではヴォーリズ来日30年時に八幡町住民に宛てた感謝文の全文（P21
掲載）を朗読した。
第2回、5回、総括講演での対談モデレーターも務め、自身が卒業し、講師
も務める神戸女学院大学キャンパスにまつわる体験も踏まえた司会は高く
評価された。

総合司会（第１回～第６回）
モデレーター（対談）

記念講演（第1回〜第6回）入場者数（イベント総入場者数：1,921名）

2025年 2月 2日
2025年 4月26日
2025年 5月31日
2025年 7月19日
2025年 9月20日
2025年12月 7日

第1回　基調講演「いま、なぜヴォーリズさんなの？」
第2回　テーマ「乙女建築なヴォーリズさん」～ヴォーリズさんと旅の楽しみ～
第3回　テーマ「世界の中心でヴォーリズ サミット」
第4回　テーマ「ヴォーリズさんのびっくりポン！」
第5回　テーマ「ヴォーリズさん、満喜子さんをテレビドラマに！」
第6回　総括講演「愛と平和に満ちた共に生きる社会をめざして」

講 演 会 名
513
273
292
263
318
262

入場者数⽇ 程
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建築、旅、そして市民活動へ。
国内外で実施された記念展示や探訪ツアー、ボランティアガイドなど、「実際に
足を運び体感すること」を軸に展開されたフィールドワーク事業をまとめました。
120年の節目に、多くの人々がヴォーリズ氏の足跡と精神に触れた感動の記録
です。

ヴォーリズ来日120年記念事業

フィールドワーク事業
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ヴォーリズ来日120年記念特別展
　基調講演から総括講演までの全6回の講演に加え、ヴォーリズ来日120年記念事業「バンザイ
なこっちゃ！」協議会ではさまざまな企画の立案や後援が行われました。また、ヴォーリズ学園ハイド
記念館では4つの「ヴォーリズ来日120年記念特別展」が開催され、それぞれのテーマに沿った展示
を通してヴォーリズへの理解をより深める機会となりました。
　なお、9月2日から12月14日までの企画は、大同生命保険株式会社の主催により実施されました。

写真家・桃井一至氏がレンズを通して捉えたヴォーリズ建
築の魅力を紹介する写真展です。近年、若い世代の間で

「乙女建築」としても注目される視点を手がかりに、「山の
上ホテル」や「神戸女学院」などの名建築を写真作品とし
て紹介しました。光と影の表情や細部の意匠に焦点を当て
ることで、ヴォーリズ建築が持つ温もりや美しさを印象的に
伝えています。建築ファンのみならず、多くの来場者にとっ
てヴォーリズ建築の魅力を改めて感じる機会となる展示と
なりました。

ヴォ−リズ来日120年記念特別展
ヴォーリズの来日
2025年2月2日（日）〜3月30日（日）

ヴォ−リズ来日120年記念企画
桃井一至 写真展 VORIES TIME
~featuring OTOME kenchiku~
2025年4月26日（土）〜6月29日（日）

1905年、24歳という若さで近江八幡の地に降り立った
ウィリアム・メレル・ヴォーリズ。本展では、来日当初の日記に
記された「ホームシック」「頭痛がする」といった言葉ととも
に、彼が異国の地で感じていた戸惑いや思いを紹介しま
した。展示されたゆかりの品々や当時の写真からは、一人
の青年が孤独と向き合いながら新たな歩みを始めた姿が
浮かび上がります。ヴォーリズの後の活動の原点に触れ
る、記念事業の幕開けにふさわしい展示となりました。
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ハイド記念館・教育会館来館者数（イベント総来館者数：2,962名）

2025年2⽉  1⽇（⾦）〜 3⽉30⽇（⽇）
2025年4⽉26⽇（⼟）〜 6⽉29⽇（⽇）

2025年7⽉  1⽇（⽕）〜 8⽉31⽇（⽇）

2025年9⽉  2⽇（⽕）〜12⽉14⽇（⽇）

「ヴォーリズの来⽇」
桃井⼀⾄ 写真展「VORIES TIME」

「ヴォーリズと平和」※8/11〜18夏季休館

⼤同⽣命保険株式会社主催　　　　
「広岡浅⼦とヴォーリズ・満喜⼦」展

イ ベ ン ト 名⽇ 程
412
574
286

1,690

来館者数

建築家、教育者、そしてキリスト教伝道者として多方面で
活動したヴォーリズ。その歩みの背景には、平和への強い
願いがありました。本展では、「戦争の苦しみと浪費を終
わらせよう」という彼の言葉にも象徴される思想に焦点を
当て、国籍や立場を越えて人々に寄り添おうとした姿勢や、
その精神的背景を紹介しました。ヴォーリズの活動とともに
平和への思いをたどることで、現代においてもそのメッセ
ージの意味を改めて考える機会となる展示となりました。

明治期を代表する女性実業家・広岡浅子と、ヴォーリズ、そ
してその妻・一柳満喜子。本展では、この三者の関係性を、
広岡家ゆかりの加島屋400年の歴史とともに紹介しまし
た。ヴォーリズの活動に関わった浅子の存在や、満喜子と
ともに取り組んだ教育・社会事業などを通して、それぞれの
人物が担った役割や時代背景を多角的に紹介。旧大同生
命ビルに関する資料なども交えながら、近代日本における
人物交流と社会活動の広がりを伝える展示となりました。

ヴォ−リズ来日120年記念企画
特別展「ヴォーリズと平和」
2025年7月1日（火）〜8月31日（日）

ヴォ−リズ来日120年記念／加賀屋400年記念
「広岡浅子とヴォーリズ・満喜子」展
2025年9月2日（火）〜12月14日（日）
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【特別企画】 ヴォーリズの足跡を訪ねる北米旅考2025
　10月23日（木）～29日（水）、8年ぶりとなる「ヴォーリズの足跡を訪ねる北米旅考」を開催しました。高
校時代に一家が通った教会、YMCA活動の原点となったコロラド・カレッジ、そして氏の生誕地であり
近江八幡市の兄弟都市でもあるカンザス州レブンワース市を訪問。日本へ船出した地・サンフランシス
コも巡りました。近江八幡市議会議長をはじめ、市民18名が参加した深い学びの旅となりました。
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2Fバルコニー席から（2025年10月23日）

講壇前（2025年10月23日）

デンバー中央長老教会

コロラド・カレッジチャペル（2025年10月24日）

レブンワース　ヴォーリズ生家前

第一長老教会（2025年10月26日）
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　韓国にも、今なお多くのヴォーリズ建築が遺されています。11月11日（火）～14日（金）には「ヴォー
リズ建築を巡る 韓国祈りの旅」（主催：大阪クリスチャンセンター）が催行されました。大邱（テグ）や
安東（アンドン）、鉄原（チョロン）、そしてソウルの梨花女子大学や延世大学を訪問。ヴォーリズ氏ら
の働きや韓半島との歴史を辿り、これからの平和に想いを馳せる22名の有意義な旅となりました。

【特別企画】 ヴォーリズ建築を巡る韓国祈りの旅
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安東（アンドン） 集合写真鉄原（チョロン） 集合写真

梨花女子大 集合写真
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　６月１日（日）、県内フィールドワークとして「東洋一の小学校」と称えられた豊郷小学校旧校舎群を
訪問しました。ヴォーリズ建築研究の第一人者である山形政昭氏（関西学院大学ヴォーリズ研究セ
ンター研究員）の解説を仰ぎ、白亜の校舎を巡りました。階段の手すりに配された「兎と亀」の意匠
や、細部まで意匠が凝らされた講堂など、建築に込められた教育への高い志と深い愛情を改めて体
感する貴重な機会となりました。

【特別企画】 豊郷小学校旧校舎群 見学会
日　時：2025年6月1日（日）
解　説：山形 政昭 氏（関西学院大学ヴォーリズ研究センター研究員）
参加費：1,500円 ※記念品付き
定　員：40名（満員御礼）

豊郷小学校旧校舎群
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　７月20日（日）、近江八幡の長命寺港から汽船に乗り、かつてヴォーリズ氏らが伝道船「ガリラヤ丸」
で航行した湖上の軌跡をたどって今津へ向かいました。上陸後は「今津ヴォーリズ通り」の建築を
見学。日本基督教団今津教会では、吉田与志也氏（立命館大学社会システム研究所上席研究員）
より「湖西・湖北とヴォーリズ」と題した講演をいただき、氏と今津の地が結んだ深い絆について学び
を深める一日となりました。

【特別企画】 「汽船でゆく今津ヴォーリズ通り」〜ガリラヤ丸の軌跡
日　時：2025年7月20日（日）
解　説：吉田 与志也 氏（立命館大学社会システム研究所上席研究員）
　　　　　※今津教会にて講演「湖西・湖北とヴォーリズ」
参加費：13,000円 ※記念品付き
定　員：40名（満員御礼）

今津教会

今津ヴォーリズ資料館（旧百卅三銀行）

汽船乗船

吉田与志也氏講演（今津教会）

今津ヴォーリズ資料館内 昼食

旧今津郵便局
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　近江八幡観光ボランティアガイド協会では、日頃より多彩なガイド活動を展開されていますが、本記
念事業においては通常の建築公開とは別に、協議会独自の特別ツアーや展示を企画しました。地域
を熟知したガイドの案内により、ヴォーリズ氏の精神をより深く伝える機会となりました。

　秋の特別公開では、市街地から離れた「北之庄地区」に位置する旧近江療養院（現・ヴォーリズ記念病院）
を拠点とする見学会を実施しました。1918年に結核療養所として開設された通称「ツッカーハウス」や五葉館、
1937年築の旧礼拝堂を巡り、ヴォーリズ氏らの「いのち」への深い慈しみを感じる建物群を、事前予約なしで
多くの方 に々体感していただきました。

　近江八幡の市街地に遺る代表的なヴォーリズ建築を巡るツアーです。洋館が並ぶ池田町5丁目のウォーター
ハウスや、市井町のハイド記念館では内部も詳しくご案内。
　さらに、設計第一号のアンドリュース記念館や旧八幡郵便局など、市街地に点在する主要な名建築を網羅
しました。
　ヴォーリズ建築が織りなす町並みの魅力を丁寧に紹介する構成により、氏が愛した地域の歴史と風情を存
分に味わっていただきました。

ボランティアガイドによる「ツッカーハウス・礼拝堂・五葉館」のご案内

観光ボランティアガイドツアー

ヴォーリズ来日120年記念事業　ボランティアガイドツアー

ヴォ−リズ来日120年記念企画
2025年  秋の特別公開のお知らせ　公開プラン ③

ヴォ−リズ来日120年記念企画

日　程：2025年11月29日（土）、12月1日（月）・2日（火）・3日（水）・4日（木）・5日（金）・6日（土）
料　金：1,000円 ※記念品あり
参加数：72名

日　程：2025年11月29日（土）・30日（日）、12月2日（火）・3日（水）・4日（木）・5日（金）・6日（土）
料　金：1,200円
参加数：74名
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　近江八幡市安土町に佇む旧伊庭家住宅（1913年
築）は、住友総理事を務めた伊庭貞剛が四男・慎吉のた
めにヴォーリズ氏へ設計を依頼した、和洋折衷の美しい
名建築です。ハーフティンバー様式の建物自体もさるこ
とながら、画家でもあった慎吉ゆかりの所蔵品も大きな魅
力です。本展では、斎藤与里や近藤浩一路ら親交のあ
った芸術家の名品、貞剛らの墨跡など、伊庭家の豊か
な人脈を物語る貴重な作品群を特別公開。ヴォーリズ建
築が育んだ地域の文化と、時を超えて受け継がれる交
流の足跡を紹介しました。

【特別企画】ヴォーリズ来日120年記念企画「旧伊庭家住宅の所蔵展」
日　程：2025年11月22日（土）〜26日（水）（※ 呈茶  11月24日（月）10:00～14:00 お抹茶）

旧伊庭家住宅の所蔵展来場者数
（イベント総来場者数：119名）

2025年11月22日（土）
2025年11月23日（日）
2025年11月24日（月）
2025年11月25日（火）
2025年11月26日（水）

⽇ 程
24
32
38
9

16

来場者数

古川 大航
近藤 浩一路
斎藤 与里
高倉 観崖
伊庭 貞剛
伊庭 慎吉

観音
横物紙本（春夏秋冬4幅）
安土の春
達磨
二行詩（幽翁）
八十八歳

No  3
No 17
No 21
No 27
No 36
No 38

作品番号 作者名 作品名
〈展示作品〉

35



滋賀報知新聞　2025年4月23日（水）掲載

京都新聞　2024年11月20日（水）掲載

中日新聞 夕刊　2025年1月27日（月）掲載

ヴォーリズ氏と満喜子夫人の歩みを、全国へ
　ヴォーリズ来日120年記念事業「バンザイなこっちゃ！」協
議会において、絶えず熱く語り合われてきたのが「ヴォーリ
ズ氏と満喜子夫人の生涯を、朝の連続テレビ小説に」とい
う切実な願いでした。この声は、夫妻の生きざまや志に惚
れ込んだ近江八幡内外の多くの方々から自然と湧き上が
ってきたものです。特に、華族の令嬢という立場を超えて
ヴォーリズ氏の良き理解者となり、共に近江兄弟社や教育
事業を切り拓いた一柳満喜子夫人の歩みは、今の時代を
生きる私たちに深い共感と勇気を与えてくれます。
　この地域の総意とも言える願いを受け、現在は近江八
幡市や滋賀県、観光団体、民間企業、そして個人有志による大きな応援の輪が広がっています。協議
会期間中もテレビ局へ出向き、夫妻の物語がいかに現代社会に求められているかを伝え、要望書を提
出する活動を重ねてきました。
　9月20日には「ヴォーリズさん、満喜子さんをテレビドラマに！」をテーマに第5回記念講演を開催しまし
た。もし二人の物語が映像化され、全国へ届けば、各地に遺るヴォーリズ建築に新たな光が当たるとと
もに、夫妻が蒔いた「愛と平和に満ちた共に生きる社会」への願いの種が、さらに大きな輪となって未
来へ広がってゆくことでしょう。

同じ志を抱き、近江の地で歩みを共にした二人の原点
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結びに代えて
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ヴォーリズ120年記念事業「バンザイなこっちゃ！」協議会
令和8年（2026年）3月吉日

ヴォーリズ来日120年記念事業を終えて

　2025年2月の初回から12月までの計6回にわたる講演会、ならびにツアー事業等に多くのご参
加とご支援を賜りました。おかげさまで、すべての行事を盛況かつ無事に終えられましたこと、厚
く御礼申し上げます。
　
　本事業は、「愛と平和に満ちた共に生きる社会」というヴォーリズ精神を、今だからこそ多くの
方々に再認識していただくとともに、明るい社会の実現に向けた実践へとつながることを願い、
スタートいたしました。振り返ってみれば、ヴォーリズ氏の人生と同様に、本事業においても一人
ひとりの一歩は小さくとも、共感の輪が広がり、仲間が増え、社会を変える大きな力となっていくこ
とを実感する日々 でした。

　ヴォーリズ来日120年事業は、今年度末をもって一区切りとなります。しかしながら、ヴォーリズ
氏や満喜子夫人、そして近江ミッション（近江兄弟社）をはじめ、志を同じくして多様な働きを成
した国内外の多くの仲間たちの魅力を、まだ十分には伝えきれていないという思いもございます。
　また、ヴォーリズ夫妻を直接知る方々が少なくなる現実に直面し、加えて、各地で建築の保存
再生に取り組む皆様のご苦労も聞き及んでおります。

　そのような現状を鑑み、当協議会では120年の歩みを止めることなく、できることから少しずつ
でも前へ進めてまいりたいと考えております。今回の取り組みをゴールとするのではなく、近江八
幡市や滋賀県内、そして全国で活動する皆様の思いを結び、連携・協働できるネットワーク作り
に励んでまいります。その先に、夫妻の歩みが朝の連続テレビ小説に取り上げられる日も近づい
てくるのではないかと、期待を寄せております。

　引き続き、私たちの活動にご注目いただくとともに、変わらぬご声援をお願い申し上げます。
　最後になりますが、2030年にはヴォーリズ生誕150年を迎えます。その時もまた、多くの皆様と
出会えること、そして多くの「バンザイなこっちゃ！」が聞こえてくることを楽しみにしております。

会 長
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